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新
年
の
ご
挨
拶

一輝

か
し
き
新
春
　
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と

つヽ
ご
ざ
い
ま
す
。

国
道
４
３
８
号
飯
山
バ
イ
パ
ス
道
が

南
の
空
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
ま
す
。
２

年
後
の
全
線
開
通
時
、
車
が
行
き
交
う

道
路
の
光
景
を
想
像
し
、
現
実
味
を
帯

び
て
き
た
感
が
す
る
年
明
け
と
な
り

ま
し
た
。

令
和
９
年
度
中
に
は
国
道
飯
山
バ

イ
パ
ス
の
４
車
線
全
線
開
通
、
幹
線
市

道
五
反
地
沖
線
の

一
部
２
車
線
化
の

推
進
、
整
備
後
の
輻
壌
す
る
交
通
安
全

確
保
の
た
め
の
信
号
機
や
歩
道
橋
の
設

置
、
ンヽ
ビ
ツ
ク
ゾ
ー
ン
の
核
で
あ
る
小
学

校
校
舎
等
整
備
計
画
に
沿
っ
た
校
舎
の

新
築
工
事
等
、
巨
額
な
公
共
イ
ン
Ｚ
フ

投
資
に
よ
り
飯
山
南
地
域
は
田
園
農

村
地
帯
か
ら
街
へ
と
変
貌
し
て
い
ま

す
。
＞」う
し
た
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え

た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
歩
み
は
、
一
時
も

止
め
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
地

域
社
会
に
は
「
一
人
の
１
０
０
歩
よ
り

１
０
０
人
の
一
歩
」
と
で
つ
基
本
理

念
が
あ
り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
役

は
地
域
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
実
践

活
動
で
す
。

地
域
課
題
で
は
、
法
の
郷
公
園
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
の
一
体
的
活
用

に
よ
り
相
乗
効
果
を
高
め
る
事
業
、
例

え
ば
原
川
え
ん
ま
堂
盆
踊
り
を
中
心

と
し
た
夏
祭
り
、
世
代
を
超
え
た
交
流

の
場
を
テ
ー
マ
に
し
た
法
の
郷
い
き
い
き

ま
つ
り
な
ど
で
地
域
に
賑
わ
い
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
公
園
の
管
理
面
で
は
、
水

や
り
や
草
ぬ
き
の
作
業
等
は
大
変
で
し

た
。
ボ
ラ
ィ
ア
ィ
ア
参
加
者
の
皆
さ
ん
に

感
謝
し
ま
す
。
ま
た
、
健
康
長
寿
の
ま

ち
を
目
指
し
て
８
年
、
年
４
回
の
健
康

講
演
会
を
は
じ
め
と
す
る
健
康
づ
く

り
関
連
の
事
業
、
な
か
で
も
健
康
チ
ャ

レ
ン
ジ
四
国
を
歩
＞」う
は
、
四
国

一
周

の
歩
数
達
成
者
が
増
え
る
な
ど
健
康

意
識
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

防
災
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
高
齢
者
等
避

難
を
想
定
し
た
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
や
自

治
会
内
で
災
害
弱
者
へ
の
具
体
的
避
難

訓
練
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
干
支
は
蛇
、
蛇
が
脱
皮
し
て

大
蛇
と
な
る
の
如
く
、
成
長
す
る
に
あ

た
り
、
過
去
の
自
分
を
脱
ぎ
捨
て
て
、

新
た
な
自
分
に
な
る
こ
と
が
大
切
と
の

教
え
を
生
か
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
今
年
こ
そ
、
日
本
列
島
が
自
然
災

害
の
少
な
い
一
年
に
な
る
よ
う
祈
り
た

い
も
の
で
す
。

あ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
皆
様

方
の
ご
健
勝
ご
多
幸
と
飯
山
南
地
域
の

限
り
な
い
発
展
を
お
祈
り
し
て
新
年
の

挨
拶
と
し
ま
す
。

令
和
７
年

法
の
郷
は
変
貌
期
に
突
入

飯
山
南
翠
ュヽ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長

進
　
和
彦

飯山南小学校 4年生
「凧づくり教室」

(ボランティアの皆さんと)

HE

DAIWA

宅地建物取引

(売買・賃賞)

代表取締役 香
'H芳

文

丸亀市飯山町下法軍寺379‐4

TEL 0877‐98日2626
TEL 0877‐98‐23フ 可

郵大和地所

丸亀市川西町1280番地 1

TEL 087フロ57‐2411

蘇豊嶋建設郵

家族と一緒に成長する家、育てませんか?

丸亀市飯山町下法軍寺808番地 1

フリーダイヤ,レ 0120‐ 197‐007
(イ代表 08フフー98-3131)
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保
健
師
の
健
康
相
談

〒
込
不
翌

【場
所
】第
２
会
議
室
　
　
【対
象
】市
民

【準
備
】
お
持
ち
の
方
は

健
康
手
帳
・健
（検
）診
結
果

【問
合
】市
健
康
課
　
ａ
２
４
１
８
８
０
６

法
の
郷
に
こ
に
こ
会

【参
加
自
由
】

【内
容
】片
山
健
次
さ
ん
の

ギ
ダ
ー
弾
き
語
り

～
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
あ
な
た
と
～

【日
時
】
１
月
１８
日
（土
）

１０
時
～
４‐
時
３０
分

【場
所
】多
目
的
室

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い

一此

”マ
習

ク

ラ

ブ

一糧
康
体
操

健
康
な
か
ら
だ
の
育
成
、

そ
の
維
持
を
図
る
体
操
で
す
。

年
齢
・性
別
は
間
い
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
見
学
を
。

【日
時
】毎
週
水
曜
日

１０
時
～
１２
時

【場
所
】東
小
川
児
童
セ
ン
ダ
ー

多
目
的
室

【会
費
】
月
２
０
０
０
円

【申
込
・間
合
】束
小
川
児
童
セ
ン
ダ
ー

あ
ん
な
い

工
|

ル

∽

/し

をi

しゝ

0自治会員…… ………1,097,768円

(うち歳末たすけあい280,255円 )

0未カロ入自治会員……  55,581円

●企業募金 166,000円

△
ロ

十〓
〓
ロ 1,319,349円

ご協力をいただき

ありがとうございました。

昨
年
１０
月
か
ら
年
末
ま
で
の
募
集
期

間
で
、
一般
募
金
と
地
域
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
募
金
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。
（１１
月
”
国
時
点
）

握ヽ
Ⅷ
羽
根
共
同
募
金
の
御
礼

赤
十
字
地
域
防
災
セ
ミ
ナ
ー

災
害
か
ら
命
を
守
る
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
を
楽
し
く
地
域
に
密
着
し
た
形
で
学

び
ま
す
。

【内
容
】
非
常
食
体
験

タ
ロ
ス
回
―
ド
ゲ
ー
ム

「災
害
サ
ロ
ン
」
な
ん
で
も
討
論
会

【日
時
】
１
月
２６
日
（日
）

９
時
３０
分
～
４２
時

【定
員
】
３０
名
　
　
　
【場
所
】
多
目
的
室

【申
込
・問
合
】
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー

Ｉ

Ｊ
ぴ
ヨ
Ｊ

何５
⊃
―

飯山南

保育所 獅子舞おもしろいな 飯山中学校 軟式野球部
〔綾歌中と合同チーム」

部員数 :9名 +綾歌中13名 (合計22名 )

場所 :城山グラウンド

港動日:火曜日から金曜日と休日

私たち野球部は、全国大会出場を目標に、日々練習に取

り組んでいます。多くの試合を経験しながら、チームや個人

の課題を把握し、課題克服に向けて練習に励みます。なか

なか結果につながらない時もありますが、時間を大切に、

目的意識を持つた練習を継続することで成長できると信

じています。自分や仲間の結果が出た時の喜びはとても

大きく、練習をもっと頑張ろうと思えます。

私たちの渚動は、保護者、指導者、仲間の支えがあり成

り立っています。温かい応援や指導をしていただき、感謝

の気持ちで一杯です。この恵まれた環境で練習できるのも

あと少しです。成長した姿で恩返しするためにこれからも

頑張ります。      (野 球部主将 大川 泰雅)

10月 に地域

の沖獅子組が

保育所に来所し、子ど

もたちに獅子舞を見

せてくださいました。

迫力のある獅子舞

と太鼓の音に子ども

たちは「獅子かつこえ

えな」「歩i下子舞したい

なあ」と、驚きと同時に憧れの気持ちをもちました。

5歳児は自分で廃材や布を選んでオリジナルの獅子を制

作し、2歳児も手作りの獅子を被つて、お囃子に合わせて

かっこよくポーズをとったり、体を上下に動かしてダイナ

ミ燿 にF誦つたりして ― 0楽しんでいます。

地域の伝統行事に

触れ、交流を楽しみな

がらこれからも感動

体験を重ね、子どもた

ちの感性を育んでい

きたいと思つていま

す。

エール
く〈〈 Yett 〉〉)
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躍
動
す
る

は
ん
な
ん

・
歴
史
探
訪

。
不
易
流
行

「生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
革
屋
」

サ
ノ
オ
ー
ト

３６
年
前
、
父
が
自
動
車
販
売
業
を
始
め

た
の
が
当
社
の
始
ま
り
で
す
。
現
在
で
こ
そ

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
自
動
車
販
売
は
あ
た

り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
多
種
多
様

な
車
両
を
提
供
で
き
る
当
社
に
ご
注
文
を

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で

創
業
１０
年
を
迎
え
る
頃
に
は
、整
備
や
修
理

の
依
頼
も
増
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
お
客
様

に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
に
自
社
で

整
備
を
行
い
た
い
と
考
え
、「
⊂
縁
あ
っ
て
上

法
軍
寺
に
倉
庫
を
借
り
、整
備
工
場
を
構
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
父
が
急
逝
し
た
た
め
、
急
速
２‐

歳
の
時
に
私
が
事
業
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た

Ｌ
Ｌ
Ｌ
み
み

盤
動
す

る

は
た
な
た

一
が
、
私
も
地
元
に
戻
っ
た
ば
か
り
で
、自
社
の

お
客
様
に
つ
い
て
何
も
把
握
し
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
仕
事
に
関
し
て
も
、整
備
以
外
の

経
営
に
つ
い
て
は
事
務
作
業
す
ら
分
か
ら

ず
、手
探
り
で
の
再
出
発
で
し
た
。
お
客
様
に

は
大
変
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、辛
抱

強
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
現
在
で
も
多
く
の

方
に
お
付
き
合
い
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
ふ
と
気
が
つ
け
ば
、私
が
事
業
継
承
し

て
２０
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
父
の
時
代
か

ら
の
お
客
様
の
中
に
は
、
子
ど
も
さ
ん
や
お

孫
さ
ん
ま
で
三
世
代
に
わ
た
り
お
付
き
合
い

い
た
だ
い
て
い
る
方
々
も
い
ま
す
。

車
は
大
き
な
買
い
物
で
す
。
必
需
品
で
も

あ
り
、
資
産
で
も
あ
り
ま
す
。
生
活
様
式
や

将
来
設
計
に
合
わ
せ
て
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
車
以
外
の
悩
み
事
も
併
せ
て
解

決
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
５
年

前
か
ら
は
地
元
飯
綾
商
工
会
に
入
会
し
、
活

動
す
る
こ
と
で
地
域
の
繋
が
り
の
重
要
性

を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域

の
車
屋
と
し
て
、
ま
た
、
地
元
商
工
会
の

一

員
と
し
て
、飯
南
の
皆
様
の
快
適
な
生
渚
の

一
助
と
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
悩
み
ご
と
、
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
何
な

り
と
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

と占 辟
Ｏ

　

Ｏ

サノオート
飯山町上法軍寺 1528

TEL:98-1481
FAX:98-1483

守乖
'亜

｀

言方頚晉

【
讃
留
霊
王
伝
承
諏

‐―，／
づ
―
ズ

ｖｏｔ豊
　
　
車乗
島
　
和
茂

【讃
留
霊
王
伝
承
の
神
社
】

◎
香
川
県
内
鎮
座
十
五
社

《大
水
上
神
社
御
宝
前
》
◎
大
水
上
神
社
ヲ
リ
ー
ズ
Ｎｏ
五

十
五
‐Ｑ

〔延
喜
式
内
讃
岐
國
二
十
四
社
の

一
社
Ｘ
讃
岐
国
の
三
宮
〕

一
宮
は
高
松
市
田
村
神
社
≡
一宮
は
さ
ぬ
き
市
多
和
神
社

《
大
帯
雀
拝
神
洋
賞
お
お
み
な
か
み
じ
ん
じ
ゃ
し

鎮

座

地
　
一孟
重
市
高
瀬
町
羽
方
２
６
フ
ア
番
地

無
不　
　
神
　
◎
大
水
上
大
明
神
◎
保
牟
多
別
命
○
宗
像
大
神

神
社
由
緒
　
創
建
年
代
祥
（つ
ま
び
ら
か
）

０
武
殻
王
（た
け
か
い
こ
お
う
▼
０
讃
留
轟
王
　
厚
く
自

社
を
尊
崇
し
て
多
度

一
郡
を
挙
げ
て
神
領
と
せ
ら
れ
た

と
伝
え
る
。

業
時
雨
灯
籠
（し
ぐ
れ
と
う
ろ
う
）
拝
殿
前
の
建
屋
内
に
慶
永
四
年
全

〓
一四

五
年
）
南
北
朝
時
代
。年
代
や
願
主
等
が
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
る
責
重
な

〔六
角
形
時
雨
灯
籠
〕
※
作
例
と
し
て
、
【香
川
県
の
有
形
文
化
財
指
定
】

参
考
文
献
ヽ
香
川
縣
神
祉
誌
〒
発
行
所
香
川
縣
神
職
會
　
昭
和
十
三
年
十
二
月
一日

発
行

■

和
五
年
四
月
吉
祥
日

i、  |●プtt
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・不
・易

流

行
小ヽ
　
え
　
き

り
ゅ

つヽ
一筈
つ

～
表
現
と
思
考
の
豊
か
な
繋
が
り
～

価
値
あ
る
体
験
が
表
現
物
の
豊
か
さ
に

繋
が
り
、
内
容
の
深
ま
り
に
繋
が
る
大
切

な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
み
ち
ひ
ろ
さ
ん
は
、

観
察
し
て
分
か
っ
た
こ
と
を
気
づ
き
の
コ

メ
ン
ト
を
基
に
写
真
を
使

っ
て
整
理
し
た

り
、
訪
間
し
た
動
物
園
の
ゴ
リ
ラ

一
覧
表

を
作
成
し
た
り
、
飼
育
員
さ
ん
に
質
間
し

た
内
容
や
そ
の
回
答
を
ま
と
め
な
が
ら
表

現
物
の
内
容
が
深
ま

っ
て
い
る
。
表
現
物

に
ま
と
め
る
活
動
を
通
し
て
み
ち
ひ
ろ
さ

ん
は
、次
の
重
要
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

「今
後
の
展
望
」
と
い
う
項
目
立
て
を
し

て
「日
本
以
外
の
動
物
園
で
は
、ゴ
リ
ラ
の

繁
殖
が
で
き
て
、
頭
数
が
増
え
て
い
る
。
日

本
の
動
物
園
で
ゴ

リ
ラ
が
増
え
な
い
の

は
、ゴ
リ
ラ
が
高
齢
で
あ
る
こ
と
や
と
べ

動
物
園
の
よ
う
に
兄
弟
に
な

っ
て
し
ま
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
て
い
る
。
ゲ
ン
ダ

も
ナ
ナ
も
若
い
ゴ
リ
ラ
な
の
で
、
貸
し
出

し
も
考
え
て
い
る
。
以
前
ス
ラ
イ
ド
で
お

見
合
い
を
さ
せ
た
が
効
果
が
無
か

っ
た
。

（中
路
▼
⊂
れ
か
ら
は
、
日
本
中
の
動
物
園

が
協
力
し
合
い
、
同
じ
方
向
で
繁
殖
を
考

え
な
い
と
い
け
な
い
時
期
に
な

っ
て
い
る

と
思
う
。
（本
人
の
文
章
か
ら
と

わ
た
し

は
、
表
現
と
思
考
は
表
裏

一
体
の
関
係
に

あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

つ
づ
く
　
　
（三
谷
秀
樹
）

4



法
の
郷
づ
く
り

。
ふ
れ
あ
い
交
流
室

令和 6年度 防災訓練

づくり

12月 15日 (日 )、 飯山南地域を3地区に分け□―テーションで行われる防災

訓練が上法軍寺地区を対象に実施されました。

昨年の正月に発生した能登半島地震や8月の日向灘の地震も記憶に新し

く、自治会からの参加は190名、飯山南自主防災組織や消防団、飯山高校生

などを含め約280名が参加しました。

防災訓練は、飯山南自主防災組織の災害時での対応、自治会単位で避難

する際に避難者一覧表名簿や避難用品記入用紙の作成、法の郷公園までの

避難経路確認、また、実際にAED。 玄関ドアヘの土嚢の積み方・ジャッキの使

い方体験や避難用品確認、簡易ベッド、テント、トイレの紹介などを体験しまし

た。先ずは自助、そして其助の大切さを感じる一日でした。

コミュニテイが

すすめている

取 [)組みを

お知らせします。

“二
〔
〓
く

0
鵜
呻

誉

|■ ■ す :|ゴ
・

|・ li■ ili■ i■ |!liえ ■ i Ⅲ I:

5

1月 15日 (水 )

10B寺 30分-11日寺
『みんなでいっしょにあそばう』
～絵本の読み間かせとお楽しみ～

il工llみれ
=Ⅲ

ⅢⅢす..■とユエエ|

4月 29日 (水 )

10B寺30分-11日寺30分

・ギ∴il‐ i‐

「
i■ ‐ギ

1月 25日 (土 )

40B寺 30分-11日寺30分
Fペットボトルキャップであそばう』

募集人数 :10名 (予約制)

参 力□費 :110円

I::iil 11了 liす
|:1福うをi

す11,・・:手:|:i=:|,「 キ
=!i:i:::ギ

'4月 25日 (土)11時 ～11時45分

予約制のイベントはコミュニティセンターまでお申込みください。コミュニティセンターのホームページに Fふれあい交流室だより』を掲載しています。
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●ふらつと Tea Time～小物づくり～

みなさんと一緒に楽しい時間をすごしませんか

ご近所さんやお友達とお越しください

●朝市・フリーマーケット !
1月 25日 (土 )

10日寺オセ12B寺

地元農家さんの新鮮野菜

多肉植物・季節の飾り物など販売予定

●パンの販売【にじいろベーカリー】

1月 15日 (水 )

11時～

日

喜
ψ

つ |

1月 23日 (木 )

9日寺-10日寺

参力□費 :300円

締切り:1月 18日 (土 )

活
　
用
　
班



与 綽 床ゲツト

く|て

０一攣0宝 ′ノ【有ゃた

あんもち雑煮
郷土料理あんもち雑煮をお正月に

家族で作つてみよう !

宝
赤
ち
ゃ
ん

・
健
康
ゲ
ツ
ト

・
フ
オ
ー
カ
ス

・
法
の
郷
人

■材料 (4人分 )

丸もち(あん入り)4個
大根 (細めのもの)200g

金時ニンジン…100g

だし汁

白味B曽

青海苔

4カップ

・…100g
―・少や

■作レリ方 0大根・三ンジンは3mmくらいの

輸切りにする。

②だし汁に大根とニンジンを入れて煮る。

0野菜が煮えたら、もちを入れ、

白味噌を汁でのばして入れる。

0オタ屯に盛り、彩りに青のりを/S、る。

小林 政子さん
052

長閑自治会

庭先のダイアモンドリリーやツワブキの花が、心地よ

く目に映る小春日不日のひと時。

身体を動かすことをいとわず、国に3度の食事は、栄

養を考えながら全て手作りという、お元気で明るい方、

82歳です。

30代の時、南小のPTAバレーボールチームで、よく

練習し、郡大会でたびたび優勝。仲間と爽やかな汗を

かいたことが一番の思い出だと。

子育てが少し楽になった40歳前後から、家業の農

業を手伝いながらシームレスに約20年勤務。仕事始め

のラジオ体操は◆も続けていて、献血もそれ以来約30
年続けたとか。

退職後は、コミュニティの文化育成部で約 10年。昔

遊びなど子どもたちとの触れ合いは、元気をもらえる

癒しの時間だつたと。

現在は、痛めている膝のリハビ |ジ を兼ねて、富士見

館や紅山荘の利用、親しい人との交流、畑や庭いじり

を楽しんでいます。

ふらっとTea Time

今日は木曜日、朝から

/S、 れあい交流室にお客さ

んが一人また一人とやっ

てきます。

月に一度の「ふらっと

Tea Time」 の国です。さ

あ今日はどんなものを作

るんでしょう?

9人ほどの参加者の皆さんが集まし)ました。おしゃ

べりをしながらとても楽しそうに狙ヽ物づく
')に

とりか

かっています。

みんなで集まって作ると喧々譜々、いろいろな工夫

も技も教えてもらったり教えたりして一人で作るよ

り、とてもすてきなものができあがりますね。

費用は300円で、お茶もお茶請けもありますよ。それ

に出来上がった作品は世界にたった一つだけのもの。

●対崇者

飯山南地区在住で、′商3歳までの赤ちゃん

0に芽 (Fき る九

赤ちゃんの父母または養育者

●|)甘 1し|■
`■

九法

誕生月の前月1日まてヽこ、件名を

'ホ

ち■れ|

とし、下言この必要事項をこ;己入のうえ、

メールまたは窓ロヘご持参くなさt、

●必要市J頁

。赤ちゃんの氏名 (ら、りがな)、

性別、年齢

`保護者の氏名、連絡先

0応
=|ス

 ルア ドレス

区g hannan‐ c@mf.pikara ne〕 p

編◇∈頓愚 ツ| 「

'り

|々

No,

十     イ  J′
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ハ ０〕
ぜ今鶏謬多 少

生
活
だ
よ
り

丸
亀
市
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

季
節
柄
＼
空
気
が
乾
燥
し
や
す

い
時
期
で
す
。
乾
燥
す
る
と
風
邪

の
ウ
イ
ル
ス
は
渚
性
化
し
や
す

く
、
鼻
や
喉
の
粘
膜
も
水
分
を
失

い
乾
燥
し
、
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
し

や
す
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

お
部
屋
の
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
に

も
加
湿
器
を
使
用
し
、
湿
度
を

４０
％
か
ら
６。
％
に
保
つ
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。
喉
が

渇

い
て
い
な
く
て
も

こ

ま
め
に
水
分
補
給
を

し
ま
し
ょ
う
。

↓▼
つくつてあそぽ:!

1月 11日 (土)

今月は、今年の千支の
「くねくねヘビちゃん」を作ります。

豆まき

2月3日 (月 )

暖かい香を元気で迎えられるよう

みんなで鬼をやっつけよう !

I館内の空調工事のお知らせ】
期間:令耐6年12月6日 lttl～令和フ年1月24日 lttl

工事中ご不便をおかけしますが、ど理解とご協力をお願いいたします。

彗 た02S9αスしlA,り

由

,

凹

朗

昭

健康づくり推進委員会

“私の健康アップ '結果報告

記録提出者:75名 (内、目標達成者 :55名 )

内訳 :里予菜2イ固:22名

野菜1個 :33名

昨年12月フ日、目標達成の方にお渡し

しました。ご参力□ありがとうございました。

避難・消火訓練

図書館うさぎ

つくつてあそば!!

《グラフト教室/くねくねヘビちゃん》(要申込)

出前講座「じどせんのおねえさんといっしょ」
(飯山南コミュニティセンダーにて)

トライアングル(安牛!込
)

(子育て相談:子育てひろば「たんぽぽ」と共催)

22日 (水 )…・移動図書館かめまる号がやつてくる

25日 (土 )…・ファンダジー《創作紙芝居》
26日 (日 )…昔ながらの遊びを楽しもう(安叶14)

30日 (木)…・ツボ押しと体操

〔2月初めの行事予定】
1日 (土 )・

―マザーグース
3日 (月 )・

…豆まき

6日 (木 )…・親子体操

東′J可 II児重センター 奮(0877)56-877

8日 (水 )

11日 (土 )

15日 (水 )

16日 (木 )

ふれあい交流部 (鰈凱)

心、れあい食堂

11月 30日 (土 )、 多数の参力日を得

て「′S、れあい食堂」を実施しました。 ―

ケーナとギターの演奏、秋の食材

満載の食事で、楽しいひとときを過

ごしていただきました。

福祉部

高齢者心、れ あいの集 い

12月 4日 (水 )、「高齢者ふれあい

の集い」に41名の方が参加され、日

本舞踊や飯山音頭を楽しみ、食生

活改善推進員さんの手作りの食事

を味わっていただきました。 艦武楡

丸
亀
市
人
権
を
尊
重
し
多
様
性
を
認

め
合
う
ま
ち
を
実
例
す
る
条
例

（通
称

「多
様
性
条
例
し

は
、
人
種
、
国
籍
、

民
族
、
信
条
、性
別
、
被
差
別
部
落
出
身
、

年

齢
、
障

が

い
、
疾

病
、

性
的
指
向
、
性
自
認
そ

の
他
の
事
由
に
か
か
わ

ら
ず
、
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
る
こ
と
が
基
本

原
則
で
す
。

‐生. 暮

交
番
だ
よ
り

そ
ん
な
バ
イ
ト
は
な
い
！

闇
バ
イ
ト
に
注
意
！

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
「短
時
間
・高
収
入
≒
即
現
金
」

「手
軽
」
を
う
た
い
文
旬
に
『犯
罪
実
行
者
募
集

情
報
（闇
バ
イ
ト
と
が
募
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

闇
バ
イ
ト
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
な
く
犯
罪

で
す
。一

度
で
も
加
担
し
た
場
合
「や
め
た
い
」
と

思
っ
て
も
応
募
し
た
時
に
登
録
し
た
個
人
情

報
を
人
質
に
取
ら
れ
、
使
い
捨
て
に
さ
れ
た
あ

げ
く
、
逮
捕
さ
れ
る
ま
で
抜
け
出
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

闇
バ
イ
ト
に
応
募
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す

が
、
申
し
込
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
や
加
担
し
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
勇
気
を
出
し
て
警
察
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

丸
亀
警
察
署
ａ

２
２
１
０
１
１
０

警
察
相
談
電
話
盆
♯
９
１
１
０ ご相談〈どユ ヽ
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バイトだと

ザいたときには

りません▼

、ヽ 、ヽえ!

もう

闇

曳
おそ

還い…?

おそ

退  
〈



Lw
かめまる号

1́已く

青パト巡回日

10 ・ 元旦4社めぐりおめでとうウォーク

休館日

2● 休館日

30 休館日

40 ・ 仕事始め

5Θ

60 体館日

7●

80 ・ あいさつ運動 (ふれあい交流部)

9●

100

110

1盈 ⑧・ 丸亀市「二寸歳の成人式」アイレッて7ス

ω
掲朝ページ

凸
パンの日

17o ・ 介護予防のための体操教室

18o ・ 法の郷にこにこ会 0

49① ・ 健康ウォーク・ペタンク
●にじいろカフェ紅山

20o 休館日

21●

220

カ
レ
ン
ダ
ー

・
地
域
の
様
子

>Eく

お

Lw'E〔

●ふらっとTea Time c
・ 健康づくり推進委員会全体会23●

14● 休館日 30(D

150 :階淋孟離鼈だ記ぽ幡計お 'Eて
 310

16●

240

250 ・ 法ちゃんくらぶ ω

・ 朝市・フリーマーケット0

量6(動 ・ 赤十字地域防災セミナーロ

271〕 休館日

28●

290

2/16Θ・第4回自治会長会

環30 体館日

成人の国

耐
震
診
断
に
つ
い
て
丸
亀
市
建
築
住
宅
課
で

相
談
を
す
る
と
市
指
定
の
民
間
事
業
所
リ
ス
ト

を
紹
介
さ
れ
、
手
続
き
に
必
要
な
補
助
金
交
付

申
請
書
類
は
、
民
間
事
業
所
が
す
べ
て
代
行
し

て
く
れ
ま
す
。
建
設
当
時
の
設
計
書
（残
っ
て
い

れ
ば
）を
も
と
に
建
物
の
診
断
範
囲
、基
礎
、壁
、

柱
、梁
な
ど
を
き
め
細
か
く
調
査
、業
者
の
建
築

士
と
共
に
外
国
り
、
内
部
、
屋
根
構
造
を
調
べ
、

後
日
報
告
さ
れ
ま
す
。

診
断
結
果
は
総
合
評
価
で
示
さ
れ
ま
す
。
昭

和
５６
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
建
築
物
は
耐
震

診
断
を
受
け
る
と
、
家
の
強
さ
に
０
・
４
ヽ

０
・
ア
ヽ

１
．
０
の

よ
う
な
点
数
が
つ
き
ま
す
。
こ
の
点
数
は
、
現
在

の
建
築
基
準
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
最
低
限
の

強
さ
を
‐
・
０
と
し
た
と
き
の
家
の
強
さ
を
比
率
で

表
し
て
い
ま
す
。
評
点
が
持
つ
建
物
の
安
全
の

度
合
い
、
地
震
の
大
き
さ
と
被
害
の
程
度
と
の

関
係
を
考
え
ま
す
。

例
え
ば
、
評
点
０
・
４
の
住
宅
は
、市辰
度
５
弱
の
地

震
で
あ
れ
ば
小
破
程
度
、
５
強
の
地
震
で
あ
れ

ば
大
破
の
被
害
を
受
け
ま
す
。

一
般
的
に
は
４
．
０
～
４
．
５
未
満
は

一
応
倒
壊
し

な
い
、

０
，
ァ
～
４
．
０
未
満
は
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ

る
、

０
・
フ
未
満
は
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
旨
を

説
明
さ
れ
ま
す
。
建
築
士
か
ら
説
明
を
聞
い
て

ど
ん
な
工
法
で
耐
震
工
事
を
行
う
か
、
予
算
も

考
え
な
が
ら
地
震
へ
の
備
え
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

（文
責
　
進
　
和
彦
）

心、れあいブ¬レングー
1月

i千日7年

てい
||卜 |(iヽ  Ⅲてムド!卜

111ヽ ｀
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飯山南コミュニティ広報委員会
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